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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

こ
の
ほ
ど
、
志
知
高
校
三
年

の
細
川
真
希
さ
ん
（
八
木
）
が
、

中
高
生
対
象
の
第
十
一
回
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
ア

ワ
ー
ド
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
賞
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

細
川
さ
ん
は
、
和
太
鼓
部
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
で
部
長
を
務

め
、
郷
土
芸
能
部
で
も
活
躍
。

福
祉
施
設
を
慰
問
し
公
演
す
る

な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

熱
心
で
、
こ
れ
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

地
域
文
化
の
向
上
に
尽
く
さ

れ
た
方
を
表
彰
す
る
「
と
も
し

び
の
賞
」
に
、
こ
の
ほ
ど
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
青
年
研
究
会
（
代

お
め
で
と
う

全国民俗芸能大会に出場阿万風
ふりゅう

流踊りを東京で披露
　文化庁選択文化財の指定を受けている「阿万風流踊り」の保存会（阿

万上町）のメンバーが、11 月 24 日に東京で開催された「第 57 回

全国民俗芸能大会」に出場し、会場から盛大な拍手を受けました。

　この踊りは、室町時代から伝わり、雨乞いの願
がんほど

解きと五穀豊穣、郷

土繁栄の祈りを込めて奉納されている踊り。現在も、毎年９月 15日

に亀岡八幡宮で奉納されています。声
しょうみょう

明がかったゆるやかなテンポの

歌から古風で優雅な味わいを感じさせます。
▲大舞台で熱演する「阿万風流踊り」保存会の皆さん

表
、
木
田
徹
さ
ん
）
と
上
居

譲ゆ
ず
るさ
ん
（
榎
列
）
が
選
ば
れ
、

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
青
年
研
究
会

　

同
会
は
、
昭
和
四
十
六
年
に

設
立
。
後
継
者
発
表
会
で
の
公

演
を
は
じ
め
、
永
年
に
わ
た
り

島
内
外
で
の
公
演
を
積
極
的
に

す
る
な
ど
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃

の
保
存
伝
承
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

◆
上
居
譲
さ
ん

　

上
居
さ
ん
は
、
だ
ん
じ
り
唄

保
存
会
の
結
成
に
尽
力
。
後
継

者
育
成
の
ほ
か
、
だ
ん
じ
り
唄

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
な
ど
、

だ
ん
じ
り
唄
の
伝
承
と
後
進
の

育
成
に
尽
く
さ
れ
、
ま
た
民
謡

の
講
師
も
務
め
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

福
良
地
区
自
主
防
災
会
（
芝

壽
浩
会
長
）
に
十
二
月
十
日
、

優
良
自
主
防
災
組
織
知
事
表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
自
主
防
災
の
原
点

に
立
ち
、
防
災
意
識
の
普
及
と

防
災
予
防
に
努
め
、
地
域
防
災

力
の
向
上
に
尽
力
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。
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福
良
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

な
な
い
ろ
館
周
辺
の
有
効
活
用
を

　

福
良
地
区
の
住
民
ら
で
組
織
す

る
任
意
団
体
「
福
良
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
」（
芝
壽
浩
会
長
）

で
は
、
同
地
区
の
観
光
資
源
を
活

か
し
た
再
整
備
策
を
ま
と
め
た
意

見
書
を
、
十
一
月
二
十
六
日
、
中

田
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

う
ず
し
お
観
潮
船
発
着
場
の
あ

る
同
地
区
の
「
な
な
い
ろ
館
」
で

は
、
年
間
二
十
万
人
も
の
観
光
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
ほ
か
の
観
光
資
源
で
あ
る
風
光

明
媚
な
自
然
環
境
や
海
の
幸
、
神

社
仏
閣
、
伝
統
芸
能
な
ど
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
観
光
客
を
足
止

め
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
れ
を
受
け
、
同
協
議
会
の

若
者
を
中
心
と
し
た
企
画
委
員
ら

で
、
昨
年
一
月
か
ら
定
期
的
に
会

合
を
重
ね
、
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト

面
の
整
備
の
必
要
性
を
ま
と
め
た

意
見
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

淡
路
三
原
高
校
開
校
記
念
式
典

淡
路
三
原
高
校
の
校
歌
を
初
披
露

▲中田市長（左）に意見書を提出する芝会長（中央）ほか

▲新校歌を歌う淡路三原高校１年生

　

平
成
十
九
年
四
月
に
開
校
し
た

淡
路
三
原
高
校
の
開
校
記
念
式
典

が
十
一
月
二
十
三
日
、
同
校
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
同
校
一
年
生
や
、
閉

校
す
る
三
原
高
校
と
志
知
高
校
の

二
・
三
年
生
、
関
係
者
ら
約
千
人

が
出
席
。
来
賓
祝
辞
や
淡
路
人
形

座
の
記
念
公
演
な
ど
が
行
わ
れ
、

誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
公
募
し
て
い
た
同

校
の
新
し
い
校
歌
が
昨
年
十
月
に

決
定
し
、
式
典
中
、
作
詞
の
服
部

達み
ち
は
る明
さ
ん
（
榎
列
）
と
作
曲
の
加

藤
佳
子
さ
ん
（
洲
本
市
）
に
感
謝

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ

リ
ッ
ト
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
賞

広報 

南淡路だんじり唄交流会愛好グループが交流
　だんじりを持たない愛好団体による発表会「第 12回南淡

路だんじり唄交流会（同実行委員会主催）」が 12 月２日、

阿万公民館で行われ、過去最多の参加数 12団体が、見事な

パフォーマンスを見せました。中でも、今回初参加の淡
だんげいけん

芸研

子供教室（福良）は、情感を高める演出として、三味線演

奏を加え、力いっぱい歌い上げていました。会場には、延べ

250人が詰めかけ、出演者に温かい拍手を送っていました。
▲三味線の演出も交えて唄を披露する淡芸研子供教室

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
一
年
生
が
ピ
ア
ノ

伴
奏
に
合
わ
せ
て
合
唱
。
初
披
露

し
ま
し
た
。
歌
詞
に
は
南
あ
わ
じ

市
の
豊
か
な
自
然
や
、
希
望
あ
ふ

れ
る
生
徒
像
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

淡
路
三
原
高
校
は
、
統
合
す
る

三
原
・
志
知
両
校
の
優
れ
た
特
色

を
継
承
し
、
理
数
系
の
専
門
分
野

を
深
く
研
修
す
る
「
サ
イ
エ
ン
ス

コ
ー
ス
」の
設
置
や
、人
文
・
社
会
、

情
報
、
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
多
様
な
進
路
に
応
じ
た
類
型
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ

ブ
活
動
を
中
心
に
、
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
な
ど
の
郷
土
芸
能
伝
承
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲細川さん

山
口
貴
士
さ
ん
が
受
賞

乳
牛
の
全
国
大
会
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

　

十
一
月
十
二
・
十
三
日
、
静
岡

県
御
殿
場
市
で
開
か
れ
た
「
第
七

全
日
本
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ン
ド
ホ
ワ
イ

ト
シ
ョ
ウ
」（
㈳
家
畜
改
良
事
業

団
主
催
）
で
、山
口
貴
士
さ
ん
（
北

阿
万
）
の
出
品
し
た
乳
牛
が
、
ク

ラ
ス
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
五
年
に
一
度

乳
牛
の
品
質
を
競
う
も
の
で
、
山

口
さ
ん
は
生
後
四
十
二
か
月
か
ら

四
十
八
か
月
の
出
産
経
験
の
あ
る

部
門
に
、
手
塩
に
か
け
て
飼
育
し

て
い
る
「
レ
デ
ィ
ス
マ
ナ
ー 

エ

ス
カ
レ
ー
ド 

Ｅ
Ｔ
」
を
出
品
。

体
形
の
美
し
さ
や
、
色
つ
や
な
ど

が
素
晴
ら
し
く
、
そ
の
ク
ラ
ス
で

最
も
高
い
評
価
を
獲
得
。
見
事
受

南
あ
わ
じ
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

公
民
館
で
文
化
芸
能
祭

▲市長へ報告に訪れた山口さん（左）

　

秋
た
け
な
わ
の
十
一
月
、
南
あ

わ
じ
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
各

支
部
で
は
、
文
化
・
芸
能
活
動
に

取
り
組
む
団
体
・
個
人
の
発
表
の

場
を
提
供
し
よ
う
と
文
化
祭
・
芸

能
祭
を
市
内
四
会
場
で
開
催
。
多

▲西淡総合芸能祭（琴伝流銭太鼓）

く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
文
化
の
秋

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

一
月
に
も
同
会
本
部
主
催
の

「
第
三
回
南
あ
わ
じ
市
文
化
展
」

が
行
わ
れ
ま
す
。（
十
六
頁
参
照
）

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▲三原文化展（陶芸展）

▲南淡文化芸能祭（うずしお混声合唱団）

と
も
し
び
の
賞

優
良
自
主
防
災
組
織

知
事
表
彰

賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

▲緑文化展
　（生花展）


